
一・ 般θミ題：XW．

thyroxine　indexは血清中Total　Triiodothyronine量

と良好な正相関を示した．　（r＝＋0．90，N＝39，　P＜

O．　OO1）．

　〔結論〕①Free　thyroxine　indexは最も良く甲状腺

機能を反映し，特に治療中の機能元進症を再発例の診断

に非常に有効である．②Free　thyroxine　indexとTotal

T，量の関係より，Free　thyroxine　indexの有用性が確

められた．

134．妊婦のFree　Thyroxine　Index－‘‘T7，，値

　　について
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　甲状腺機能のin　vitro　testとして，　T・テストは広く

行なわれており，さらにT4テストも普及しつつある・

これらT3およびT4値を検討してみると，一般的に

は両者は甲状腺機能によく相関した値を示すが，TBP量

が変動する場合には，両者は相反する値をとる．

　妊婦では，TBPが増加するので，　T3テストではその

値が低下し，さらにT4テストではその値が上昇するの

で，甲状腺機能の診断的評価は困難であった．そこで，

Clark，　Gooldenなどにより発案されたFree　Thyroxine
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Indexより，　Abott　Lab．が展開，提唱した“T7値”が，

特に妊婦の場合に，甲状腺機能の正確な評価として役立

つかどうかを検討することにした．

　T3テストとしてはToriesorb法（またはRes－O－

Mat　T，法）を，　T．，テストとしてはRes－0－Mat　T，法

（またはTetrasorb　一　125法）を行ない，　T7値はT4

（μ9／d1）×T3（％）×1／100で求められるが，まず，正常

甲状腺，甲状腺機能充進症ならびに低下症について，T？

値の正常域を1．4～45と定めると，臨床的にみとめられ

た甲状腺機能とよく一致して，その程度がより明瞭とな

ることを確認してから，妊娠前期，中期，後期の正常妊

娠，計42名について，T3，　T，，　T7値を求めた・

　T3値は妊娠4ヵ月頃より低値をとり，　T・値は3～4

ヵ月頃より一般に高値の傾向を示し，いずれも末期まで

ほぼそのレベルを持続する．T3の低値またはT，の高

値を示す時期までは両者はほぼ正常域にある・T7値は・

その結果，42例中3例だけが正常域よりのハズレを示し

（7．1％），T3値のハズレ80．9％，　T，値のハズレ59・5％

と比較して著しく較正された．全期を通じてのT7平均

値は，3．17（STD±0・88）となった・

　T，値は，妊婦の甲状腺機能の診断，評価に必須のも

のであると考える．
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